
被
災
地
か
ら
問
う
心
の
傷
、
風
評
の
壁

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

７ 仙台市政だより　30.７. 1 ６仙台市政だより　30.７. 1

市政
トピックス

み
ん
な
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

　
　
―
市
民
が
一
斉
に
防
災
訓
練
を
実
施

※
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

「
３
・
11
と
心
の
災
害
」

「
東
日
本
大
震
災
４
年
目
の
記
録　

風

評
の
厚
き
壁
を
前
に
」

寺島英弥／著
明石書店　刊

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

10

　
福
島
第
１
原
発
事
故
が
傷
つ
け
た

の
は
、
福
島
県
浜
通
り
の
被
災
地
の

集
落
や
土
、
森
の
環
境
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
人
の
心
も
そ
う
で
す
。

　
睡
眠
障
害
、
さ
ま
ざ
ま
な
身
体
症

状
、
幻
覚
や
パ
ニ
ッ
ク
…
。
相
馬
市

で
被
災
者
の
精
神
的
ケ
ア
支
援
の
診

療
所
長
を
務
め
る
蟻
塚
医
師
は
、
来

院
者
た
ち
の
悩
み
に
、「
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ

（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス
障
害
）
で

は
な
い
か
」
と
気
付
き
ま
し
た
。

　
原
発
事
故
の
衝
撃
、
家
族
や
古
里

と
引
き
離
さ
れ
た
悲
し
み
、
異
郷
で

の
長
い
避
難
生
活
の
ス
ト
レ
ス
が
心

の
傷
と
な
っ
て
癒
え
な
い
ま
ま
、
被

災
者
を
苦
し
め
て
い
る
の
で
す
。

　
目
に
見
え
ぬ
心
の
災
害
を
報
告
す

る
本
書
は
、
克
服
へ
「
共
に
悲
し
め

る
絆
」
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

　
「
風
評
は
一い
っ
と
き時
の
『
風
』
で
な
く
、

被
災
地
の
復
興
を
妨
げ
る
『
壁
』
に

な
っ
た
」。
東
日
本
大
震
災
、
福
島

第
１
原
発
事
故
の
被
災
地
を
取
材
し

て
き
た
著
者
の
実
感
で
し
た
。

　
福
島
、
宮
城
の
水
産
業
、
農
業
な

ど
の
現
場
で
人
々
が
苦
闘
し
て
き
た

の
は
、
実
態
の
な
い
風
評
の
た
め
に

販
路
を
絶
た
れ
、
安
値
を
付
け
ら
れ
、

あ
る
い
は
市
場
を
失
い
、
復
興
へ
の

希
望
を
そ
が
れ
る
現
実
で
し
た
。

　
そ
の
壁
は
海
の
向
こ
う
に
も
あ
り

ま
す
。
石
巻
の
ホ
ヤ
養
殖
の
漁
師
ら

は
、
大
消
費
地
だ
っ
た
韓
国
の
「
放

射
能
の
不
安
」
を
理
由
に
し
た
輸
入

禁
止
措
置
が
解
け
ぬ
ま
ま
、
ゼ
ロ
か

ら
の
再
出
発
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
風
評
は
人
の
心
に
根
差
す
も
の
で

も
あ
り
、
ゆ
え
に
難
題
な
の
で
す
。

蟻塚亮二、須藤康宏／著
大月書店　刊

　

河
北
新
報
社

　

論
説
委
員　

寺
島  

英ひ
で

弥や

▲校内放送で訓練用の
緊急地震速報が流れ、
一斉に机の下に潜り込
む児童（幸町南小学校）

る
、
机
の
下
に
潜
る
な
ど
「
自
助
」
の

た
め
の
動
作
を
実
践
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
公
助
」の
取
り
組
み
と
し
て
、

自
衛
隊
や
災
害
時
の
応
援
協
定
締
結
団

体
な
ど
17
団
体
が
参
加
し
、
宮
城
県
消

防
学
校
で
実
動
訓
練
を
実
施
。
相
互
に

連
携
を
図
り
、
住
民
の
救
護
や
物
資
輸

送
な
ど
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
地
震
が
あ
っ
た
際
に
素
早
く
身
の
安

全
を
守
る
行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
多
く

の
市
民
が
災
害
へ
の
備
え
を
確
認
す
る

日
と
な
り
ま
し
た
。

　
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
40
年
と
な
る
6

月
12
日
の
「
市
民
防
災
の
日
」
に
、
仙

台
市
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

自
分
の
身
を
自
分
で
守
る
動
作
を
身
に

付
け
る
た
め
、
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る

市
民
参
加
型
の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練

（
身
体
保
護
訓
練
）
を
今
年
も
実
施
。

訓
練
に
先
立
ち
、
新
た
に
開
設
し
た
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
み
ん
な
の
訓
練
サ
イ
ト
」

で
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、
５
万
６
千
人

以
上
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
午
前
9
時
に
地
震
が
発
生

し
た
と
想
定
し
、
参
加
者
は
学
校
、
職

場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
頭
を
守

　
市
職
員
が
市
内
の
事
業
所
を
訪
問
し
、

他
市
町
村
か
ら
本
市
に
転
入
し
た「
新・

仙
台
人
」
に
家
庭
ご
み
の
分
け
方
を
説

明
す
る
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
始
め
ま
し
た
。

　
1
回
目
は
青
葉
区
内
の
事
業
所
を
訪

問
。
新
・
仙
台
人
の
会
社
員
の
方
々
と

一
緒
に
、
模
擬
ご
み
を
使
っ
て
実
際
に

資
源
と
ご
み
を
分
別
す
る
作
業
を
行
い

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
分
別
に

迷
う
ご
み
の
、
正
し
い
分
け
方
を
知
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
い
う
声

が
聞
か
れ
、
家
庭
ご
み
の
分
別
ル
ー
ル

　
七
北
田
川
の
清
流
を
守
り
、
ふ
る
さ

と
へ
の
愛
着
心
を
育
ん
で
も
ら
お
う
と
、

６
月
3
日
、
七
北
田
川
流
域
で
一
斉
清

掃
活
動
と
ア
ユ
の
放
流
会
を
行
い
ま
し

た
。
平
成
３
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
活
動

は
、
今
年
で
28
回
目
。
清
掃
活
動
に
は
、

町
内
会
や
各
種
団
体
、
周
辺
の
企
業
等

か
ら
約
１
４
０
０
人
が
参
加
し
、
７
６

０
キ
ロ
も
の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
清
掃
活
動
終
了
後
は
、
ア
ユ
が
す
め

る
川
に
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
、

子
ど
も
た
ち
の
手
に
よ
る
ア
ユ
の
放
流

会
を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
は
「
元
気
に

育
っ
て
ね
」
な
ど
と
楽
し
そ
う
に
話
し

な
が
ら
、
ア
ユ
を
川
に
放
ち
ま
し
た
。

▲実動訓練で、救出さ
れた負傷者に応急処置
を施している様子（宮
城県消防学校）

を
学
ん
で
も
ら
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
西
公
園
内
に
あ
る
遠
藤
庸よ

う
治じ

初
代
仙

台
市
長
の
石
碑
脇
に
、
遠
藤
氏
の
業
績

な
ど
石
碑
に
記
さ
れ
た
内
容
を
解
説
す

る
説
明
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
明
治
22
年
に
初
代
市
長
に
就
任
し
、

通
算
３
期
市
長
を
務
め
た
遠
藤
氏
は
、

仙
台
市
徒
弟
実
業
学
校
（
現
・
仙
台
工

業
高
等
学
校
）
や
仙
台
市
簡
易
商
業
学

校
（
現
・
仙
台
商
業
高
等
学
校
）
を
開

校
し
、
市
営
電
力
・
市
電
・
上
下
水
道

事
業
な
ど
の
実
現
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
石
碑
脇
に
植
え
ら
れ
て
い
る
桜
は
、

「
八や
え重
紅べ

に

枝し

垂だ
れ

桜ざ
く
ら

」
と
い
う
品
種
。
遠

藤
氏
が
榴
岡
公
園
を
は
じ
め
市
内
各
所

に
増
や
し
、
京
都
の
平
安
神
宮
創
建
時

に
寄
贈
す
る
な
ど
普
及
を
進
め
た
こ
と

か
ら
、「
遠
藤
桜
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
東
北
6
県
の
夏
祭
り
が
一
堂
に
会
す

る
「
東
北
絆
ま
つ
り
２
０
１
８
盛
岡
」

が
、
６
月
2
・
３
日
に
盛
岡
市
で
開
催

さ
れ
、
2
日
間
で
約
30
万
３
千
人
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
と
支
援

へ
の
感
謝
、
東
北
の
連
携
を
発
信
す
る

た
め
、「
東
北
六
魂
祭
」
の
後
継
と
し

て
昨
年
の
仙
台
市
開
催
か
ら
始
ま
っ
た

東
北
絆
ま
つ
り
。
最
大
の
見
ど
こ
ろ
と

な
る
パ
レ
ー
ド
で
は
、
約
１
・
２
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
東
北
6
県
の
祭
り

が
連
な
っ
て
演
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

仙
台
か
ら
は
す
ず
め
踊
り
、
伊
達
武
将

隊
な
ど
総
勢
１
７
０
人
が
参
加
。
沿
道

に
集
ま
っ
た
観
客
か
ら
大
き
な
歓
声
が

上
が
り
、
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
仙
台
七
夕
飾
り
で
美
し
く
彩
ら
れ
た

メ
イ
ン
会
場
で
は
、
仙
台
牛
タ
ン
な
ど

の
特
産
品
も
提
供
さ
れ
、
ま
つ
り
に
訪

れ
た
多
く
の
方
々
が
仙
台
の
味
を
堪
能

す
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

▲盛岡市役所前をスタートし、中央通り
を練り歩いたパレード

西
公
園
に
初
代
市
長
石

碑
の
説
明
板
を
設
置

市政
トピックス

●
出
張
セ
ミ
ナ
ー
を
希
望
す
る
事
業

所
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い　
問

家
庭
ご
み
減
量
課
☎
214
・
８
２
２
９

市政
トピックス

盛
岡
市
で
「
東
北
絆
ま

つ
り
」
開
催

　
5
月
10
日
、
仙
台
特
区
に
つ
い
て
考

え
る
「
国
家
戦
略
特
区
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
８
」
を
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ

ー
ク
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
市
長
が
、
女
性
活
躍
・
社

会
起
業
の
た
め
の
改
革
拠
点
を
テ
ー
マ

に
特
区
を
活
用
し
て
き
た
事
例
を
紹
介
。

特
区
制
度
活
用
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
拡
大
に
向
け
て
、
事
業
者
や
市
民

に
連
携
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
二
つ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
ま
ち
づ
く
り
を
担

う
人
材
育
成
な
ど
地
域
の
活
性
化
に
向

け
た
特
区
の
活
用
や
、
ド
ロ
ー
ン
の
防

災
・
減
災
部
門
で
の
実
用
化
な
ど
近
未

来
技
術
の
実
証
に
つ
い
て
、
活
発
な
意

市政
トピックス

「
新
・
仙
台
人
」
の
皆

さ
ん
に
ご
み
分
別
の
方

法
を
お
伝
え
し
ま
す

国
家
戦
略
特
区
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
８
を
開
催

市政
トピックス

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
市
民
や
企
業
関
係
者
等
約

２
５
０
人
が
集
ま
り
、
今
後
の
仙
台
特

区
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
、
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

市政
トピックス

七
北
田
川
ク
リ
ー
ン
運

動
＆
ア
ユ
放
流
会


